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（保護者による園評価結果） 

  保護者の皆さまには、日頃より園の活動にご理解とご協力をいただき、心より感謝し 

ております。また、お忙しい中、園評価にご協力いただき、ありがとうございました。 

  結果を拝見し、全体的に好意的で高い評価をしていただいたことを、ありがたく思っ

ております。今後とも保護者の皆さまのご期待に応えられるよう、職員一同一層努力し

ていきたいと思います。 

  評価をお願いした項目の中で、「お子さまは、自ら進んで挨拶をしている」という項

目については、例年のことですが、他の項目に比べ評価があまり高くありませんでした。 

 幼児にとって、形式的な挨拶ではなく、自発的で自然な挨拶をすることは難しいことか

もしれませんが、今後も職員が工夫して働きかけ、その子の成長と共に自ら進んで挨拶

もできるように、サポートしていきたいと考えています。その上で、これは毎年感じて

いることですが、園見学や子育てサロンに小さなお友だちが来てくれたとき、そして新

しいお友だちが入園してきた時に、当園の子どもたちは、よく声をかけてくれ、遊んで

くれます。職員たちは、「みんな、本当に優しいな」と感心しながら見ています。 

  また、前回もそうでしたが、「職員間での連絡がきちんとできている」の項目に対し

ては、「とても良い」との回答が他の項目に比べて少ないことが気になります。実際、

何度か、保護者様からいただいたご連絡を職員間でよく共有できておらず、ご迷惑をお

かけしたこともありました。職員間での連絡、情報共有は 非常に大切ですので、保護

者の皆さまにもっと安心していただけるよう改善していきたいと思います。 

  また、評価項目への評価と共に、自由なご意見も記してくださり、ありがとうござい

ました。お子さまが園で楽しく過ごしていることを記してくださった方が多くおられ、

何よりも嬉しいことでした。また、「親子共々素晴らしい園生活を送ることが出来まし

た」「高岸幼稚園を親子で楽しみたいと思います」とのお言葉もいただき、嬉しい限り

です。多くのご家庭において、幼稚園はお子さんが初めて保護者様と離れて過ごす場で

あると共に、保護者様にとっても初めてお子さんをご家庭から送り出す場です。そんな 

 園生活を親子で楽しんでいただけたら、本当に幸いなことだと思います。 

 

（理事・監事・評議員による園評価結果） 

  年度末の理事会及び評議員会において、理事、監事、評議員による園評価を行いまし

たが、各評価項目(保護者様向けと同じ項目)において、概ね高評価であったことをご

報告します。       

 

（職員による自己点検について） 

  当園では、新年度を迎えるに当たり、各職員が年度の自己目標と目標の設定理由

を記した「自己点検・自己目標表」を提出し、年度末に｢自己点検・自己目標のふりか



 

えり｣を提出し、園長及び教頭によるフィードバックを行うようにしています。 

  これをもとに、各職員に固有の目標・課題については、目標・課題を果たして、より

成長していくためにはどうしたらよいか、園長・教頭と一緒に考えていくようにしてい

ます。また、園全体で取り上げる必要のある課題については、職員会等で検討して改善

していくようにしています。 

 

（今後の課題） 

 ・小さな園ですが、職員の勤務時間や役割はだんだん細分化してきています。そうした  

中で、園の創立の理念であるキリスト教保育の考え方を共有し、連絡事項の共有が行

き届くよう努めていきたいと思います。職員同士が相談しやすい雰囲気も、今まで以

上に作っていきたいと思います。 

 ・キリスト教保育連盟の研修、県や市の連合会の研修、校区の連絡会等に積極的に参加  

し、保育の学びや園の環境整備･安全整備の学び、また小学校への接続の学びをし、  

園内研修でフィードバックしていきたいと思います。 


